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(57)【要約】
【課題】不使用時に電池が消耗することを防止可能な携
帯型内視鏡システム及び携帯型内視鏡を提供する。
【解決手段】携帯型内視鏡システムが、光源ランプ、光
源ランプの点灯及び消灯を制御する制御手段と、光源ラ
ンプを駆動する電池及び非接触スイッチが内蔵された光
源部を有する携帯型内視鏡と、光源部を保持する保持手
段とを有し、非接触スイッチが、光源部が保持手段に保
持されているかどうかを判別するものであり、制御手段
が、非接触スイッチの判別結果に基づいて光源部が保持
手段に保持されているものと判断した時は、光源ランプ
を消灯することを特徴とする。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　　光源と、前記光源の点灯及び消灯を制御する制御手段、前記光源を駆動する電池及び
非接触スイッチが内蔵された光源部を有する携帯型内視鏡と、
　　前記光源部を保持する保持手段とを有し、
　前記非接触スイッチは、前記光源部が前記保持手段に保持されているかどうかを判別す
るものであり、
　前記制御手段は、前記非接触スイッチの判別結果に基づいて前記光源部が前記保持手段
に保持されているものと判断した時は、前記光源と前記電池との接続を遮断し該光源を消
灯させる
ことを特徴とする携帯型内視鏡システム。
【請求項２】
　前記制御手段は、
　　信号入力端へ供給される電圧レベルの立ち上がり又は立ち下がりに基づいて、内蔵さ
れたスイッチの状態を切り換えるフリップフロップ素子と、
　　前記信号入力端へ供給される電圧レベルを変化させる時に操作されるモーメンタリー
スイッチと、
　　前記モーメンタリースイッチの操作に応答して前記フリップフロップ素子に内蔵され
たスイッチが接続状態となっている時に前記電池と前記光源を接続して光源を点灯させる
光源制御部と、
を有し、
　前記光源部が前記保持手段に保持されていないことを前記非接触スイッチが判別してい
る時に前記フリップフロップ素子と前記電池の接続を遮断し、これによって該フリップフ
ロップ素子に内蔵されたスイッチを遮断状態にして、前記光源と電池との接続を遮断させ
、前記光源を消灯させる
ことを特徴とする請求項１に記載の携帯型内視鏡システム。
【請求項３】
　前記非接触スイッチが、前記光源部が前記保持手段に保持されていない時に接続状態と
なり、前記光源部が前記保持手段に保持されている時に遮断状態となるものであり、
　前記非接触スイッチが、前記電池と前記フリップフロップ素子のＶｃｃ端子の間に接続
されている
ことを特徴とする請求項１又は２に記載の携帯型内視鏡システム。
【請求項４】
　前記制御手段が、前記非接触スイッチと並列に前記電池と前記フリップフロップ素子の
Ｖｃｃ端子との間に設けられた、前記モーメンタリースイッチと連動して動作する電力供
給用スイッチをさらに有し、
　前記非接触スイッチは、前記フリップフロップ素子に内蔵されたスイッチを介して前記
Ｖｃｃ端子に接続されている
　ことを特徴とする請求項３に記載の携帯型内視鏡システム。
【請求項５】
　前記保持手段が磁石を有しており、
　前記非接触スイッチが、前記磁石からの磁力を検出することによって前記光源部が前記
保持手段に保持されているかどうかを判別する磁気スイッチである
ことを特徴とする請求項１から請求項４のいずれか一項に記載の携帯型内視鏡システム。
【請求項６】
　前記保持手段に前記光源部が保持されている時に前記磁石と前記磁気スイッチとが近接
するように該光源部を該保持手段に対して位置決めする位置決め手段を更に有することを
特徴とする請求項５に記載の携帯型内視鏡システム。
【請求項７】
　前記電池が二次電池であり、
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　前記光源部が、前記二次電池を充電するための光源部側充電回路を有し、
　前記保持手段が、前記光源部側充電回路に電力を供給するための保持手段側充電回路を
有する
ことを特徴とする請求項１から請求項６のいずれか一項に記載の携帯型内視鏡システム。
【請求項８】
　前記保持手段側充電回路が一次コイルを有し、
　前記光源部側充電回路が二次コイルを有し、
　前記一次コイル及び二次コイルは、前記光源部が前記保持手段に保持された状態で互い
に近接するよう配置され、
　前記光源部が前記保持手段に保持された状態で前記一次コイルに電力を供給した時に前
記二次コイルに発生する誘導起電力によって前記電池の充電が行われる
ことを特徴とする請求項７に記載の携帯型内視鏡システム。
【請求項９】
　前記保持手段が、前記携帯型内視鏡が使用されない時に該携帯型内視鏡を保管するため
のハンガーに設けられていることを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか一項に記
載の携帯型内視鏡システム。
【請求項１０】
　前記保持手段が、前記携帯型内視鏡を洗浄する時に該携帯型内視鏡が収容される洗浄槽
に設けられていることを特徴とする請求項１から請求項８のいずれか一項に記載の携帯型
内視鏡システム。
【請求項１１】
　光源と、前記光源の点灯及び消灯を制御する制御手段と、前記光源を駆動する電池と、
非接触スイッチとが内蔵された光源部を有し、
　前記非接触スイッチは、前記光源部が外部の保持手段に保持されているかどうかを判別
するものであり、
　前記制御手段は、前記非接触スイッチの状態に基づいて前記光源部が外部の保持手段に
保持されているものと判断した時は、前記光源を消灯する
ことを特徴とする携帯型内視鏡。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯型内視鏡システム及び携帯型内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、特許文献１や特許文献２に記載されているもののような、ＬＥＤ等の光源及びこ
の光源に電力を供給するための電池が内視鏡に一体に形成された携帯型内視鏡が提案され
ている。このような携帯型内視鏡を用いることにより、内視鏡を商用交流電源と接続する
ことなく内視鏡による診断や検査を行うことができるようになる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００３－８８４９９
【特許文献１】特開２０００－２８７９８７
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　このような内視鏡においては、スイッチの切り忘れにより、内視鏡の不使用時に光源が
点灯したままとなり、電池が短時間のうちに消耗するという問題があった。また、特許文
献１及び特許文献２に記載の内視鏡のように、内視鏡に内蔵された電池が二次電池であり
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、内視鏡が使用されていない時に充電器と接続して電池の充電が行われるような構成も考
えられる。しかしながら、このような構成では、光源が点灯したまま二次電池の充電が行
われる可能性があり、充電時間が長くなるという問題がある。また、充電器が商用電源に
接続されていない状態で、光源が点灯したまま充電器に内視鏡が取り付けられた場合は、
二次電池の消耗が発生する。
【０００５】
　本発明は上記の事情に鑑みてなされたものであり、その目的とするところは、不使用時
の電池の消耗を防止可能な携帯型内視鏡システム及び携帯型内視鏡を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記の課題を解決する本発明の一形態に係る携帯型内視鏡システムは、光源と、光源の
点灯及び消灯を制御する制御手段と、光源を駆動する電池及び非接触スイッチが内蔵され
た光源部を有する携帯型内視鏡と、光源部を保持する保持手段とを有し、非接触スイッチ
は、光源部が保持手段に保持されているかどうかを判別するものであり、制御手段は、非
接触スイッチの判別結果に基づいて光源部が保持手段に保持されているものと判断した時
は、光源と電池との接続を遮断して光源を消灯させることを特徴とする。
【０００７】
　本発明に係る携帯型内視鏡システムによれば、光源部が保持手段に保持されると光源が
消灯する。携帯型内視鏡は、不使用時は一般にハンガーや洗浄器に保持される。このため
、ハンガーや洗浄器に保持手段を設けて、不使用時に必ず光源部が保持手段に保持される
ようにすれば、不使用時に確実に光源を消灯させることができる。そして、不使用時に光
源が消灯しているため、内視鏡の不使用時の電池の消耗は防止される。
【０００８】
　また、制御手段が、信号入力端へ供給される電圧レベルの立ち上がり又は立ち下がりに
基づいて内蔵されたスイッチの状態を切り換えるフリップフロップ素子と、信号入力端へ
供給される電圧レベルを変化させる時に操作されるモーメンタリースイッチと、モーメン
タリースイッチの操作に応答してフリップフロップ素子に内蔵されたスイッチが接続状態
となっている時に電池と光源を接続して光源を点灯させるランプ制御部とを有し、光源部
が保持手段に保持されていないことを非接触スイッチが判別している時にフリップフロッ
プ素子と電池の接続を遮断し、これによってフリップフロップ素子に内蔵されたスイッチ
を遮断状態にして、光源と電池との接続を遮断させ、光源を消灯させる構成とすることが
好ましい。このような構成とすると、光源の消灯時にはフリップフロップ素子への電力供
給が行われないことになるため、内視鏡使用時の電池の消耗を抑えることができる。
【０００９】
　また、上記構成において、非接触スイッチが、光源部が保持手段に保持されていない時
に接続状態となり且つ光源部が保持手段に保持されている時に遮断状態となるものであり
、非接触スイッチが、電池とフリップフロップ素子のＶｃｃ端子の間に接続されている構
成とすることが好ましい。このような構成とすると、光源部が保持手段に保持されている
時にフリップフロップ素子への電力供給が断たれて光源ランプが消灯するので、光源部が
保持手段に保持されている時にはフリップフロップ素子による電力消費が発生しない。
【００１０】
　また、上記構成において、制御手段が、非接触スイッチと並列に電池とフリップフロッ
プ素子のＶｃｃ端子との間に設けられた、モーメンタリースイッチと連動して動作する電
力供給用スイッチをさらに有し、非接触スイッチは、フリップフロップ素子に内蔵された
スイッチを介して前記Ｖｃｃ端子に接続されている構成とすることが好ましい。このよう
な構成とすると、光源部が保持手段に保持されておらず且つ光源ランプが消灯している時
にもフリップフロップ素子への電力供給が断たれ、フリップフロップ素子による電力消費
が発生しない。
【００１１】
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　また、例えば、保持手段は磁石を有しており、非接触スイッチが磁石からの磁力を検出
することによって光源部が保持手段に保持されているかどうかを判別する磁気スイッチで
ある。
【００１２】
　上記構成において、保持手段に光源部が保持されている時に磁石と磁気スイッチとが近
接するように光源部を保持手段に対して位置決めする位置決め手段を更に有する構成とす
ることが好ましい。このような構成とすると、光源部を保持手段に保持させた時に確実に
磁気スイッチが動作して、光源が消灯するようになる。
【００１３】
　また、例えば、電池が二次電池であり、光源部が二次電池を充電するための光源部側充
電回路を有し、保持手段が光源部側充電回路に電力を供給するための保持手段側充電回路
を有する構成としてもよい。この場合、保持手段側充電回路が一次コイルを有し、光源部
側充電回路が二次コイルを有し、一次コイル及び二次コイルは、光源部が保持手段に保持
された状態で互いに近接するよう配置され、光源部が保持手段に保持された状態で一次コ
イルに電力を供給した時に二次コイルに発生する誘導起電力によって電池の充電が行われ
る構成とすることが好ましい。このような構成とすると、電池を充電するための電力供給
端子を光源部に設ける必要がないため、例えば、光源部ごと携帯型内視鏡を洗浄すること
が可能となる。
【００１４】
　また、例えば、保持手段が、携帯型内視鏡が使用されない時に携帯型内視鏡を保管する
ためのハンガーに設けられている。或いは、保持手段が、携帯型内視鏡を洗浄する時に携
帯型内視鏡が収容される洗浄槽に設けられている。
【００１５】
　上記の課題を解決する本発明の一形態に係る携帯型内視鏡は、光源と、光源の点灯及び
消灯を制御する制御手段と、光源を駆動する電池と、非接触スイッチとが内蔵された光源
部を有し、非接触スイッチは、光源部が外部の保持手段に保持されているかどうかを判別
するものであり、制御手段は、非接触スイッチの状態に基づいて光源部が外部の保持手段
に保持されているものと判断した時は、光源を消灯することを特徴とする。
【００１６】
　本発明に係る携帯型内視鏡によれば、光源部が外部の保持手段に保持されると光源が消
灯するようになっている。携帯型内視鏡は、不使用時は一般にハンガーや洗浄器に保持さ
れる。このため、ハンガーや洗浄器に保持手段を設けて、不使用時に必ず光源部が保持手
段に保持されるようにすれば、不使用時に確実に光源を消灯させることができる。そして
、不使用時に光源が消灯しているため、内視鏡の不使用時の電池の消耗は防止される。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る携帯型内視鏡システム及び携帯型内視鏡によれば、不使用時に電池が消耗
することを防止可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】図１は、本発明の実施形態に係る、内視鏡がハンガーから取り外された状態の携
帯型内視鏡システムの外観を示す斜視図である。
【図２】図２は、本発明の実施形態に係る、内視鏡がハンガーに取り付けられた状態の携
帯型内視鏡システムを示す斜視図である。
【図３】図３は、本発明の実施形態に係る携帯型内視鏡システムの光源受け及び光源部の
ブロック図である。
【図４】図４は、本発明の実施形態に係る携帯型内視鏡システムのスイッチング制御回路
、磁気スイッチ及び手動電源スイッチの状態を示すブロック図である。
【図５】図５は、手動電源スイッチ及び磁気スイッチの状態と、第３スイッチの状態の変
化を示すタイムチャートである。
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【図６】図６は、図４の状態にて手動電源スイッチが押された時のスイッチング制御回路
、磁気スイッチ及び手動電源スイッチの状態を示すブロック図である。
【図７】図７は、図６の状態にて手動電源スイッチが離された時のスイッチング制御回路
、磁気スイッチ及び手動電源スイッチの状態を示すブロック図である。
【図８】図８は、図７の状態にて手動電源スイッチが押された時のスイッチング制御回路
、磁気スイッチ及び手動電源スイッチの状態を示すブロック図である。
【図９】図９は、図４又は図７の状態にて磁気スイッチが遮断状態となった時のスイッチ
ング制御回路、磁気スイッチ及び手動電源スイッチの状態を示すブロック図である。
【図１０】図１０は、内視鏡がハンガーに取り付けられた状態の光源部及び光源受けの断
面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
　以下、図面を参照して、本発明の実施形態に係る携帯型内視鏡システムについて説明す
る。図１及び図２は、本実施形態に係る携帯型内視鏡システムの外観を示す斜視図である
。図１及び図２に示されるように、本実施形態に係る携帯型内視鏡システム１は、光源及
び光源駆動用の電池を内蔵した携帯型の内視鏡１００と、ハンガー２００を有する。なお
、図１は、内視鏡１００がハンガー２００から離された状態を示した斜視図であり、図２
は、内視鏡１００がハンガー２００に取り付けられた状態を示す斜視図である。
【００２０】
　図１に示されるように、内視鏡１００は、所謂ファイバースコープであり、操作部１５
０と、操作部１５０から伸びる挿入管１１０とを有する。挿入管１１０の先端部１１１に
は、対物光学系１２２及び照明光学系１２４が設けられている。
【００２１】
　照明光学系１２４は、挿入管１１０内に配置された照明用光ファイババンドル１３４を
介して操作部１５０に取り付けられた光源部１６０に接続されている。より詳細には、光
源部１６０には、ＬＥＤ１６１及び集光光学系１６２が内蔵されており、ＬＥＤ１６１か
らの光が集光光学系１６２によって照明用光ファイババンドル１３４の入射端１３４ａに
入射するよう構成されている。照明用光ファイババンドル１３４の入射端１３４ａに入射
した光は、照明用光ファイババンドル１３４を通ってその出射端１３４ｂから出射されて
照明光学系１２４に入射する。照明光学系１２４により、光が挿入管１１０の先端部１１
１から放射され、その結果、先端部１１１の周囲が照らされる。なお、光源部１６０は内
視鏡１００と一体形成されていてもよい。或いは、光源部１６０が内視鏡１００に着脱自
在に構成されていてもよい。
【００２２】
　対物光学系１２２は、挿入管１１０内に配置された観察用光ファイババンドル１３２を
介して操作部１５０に設けられた接眼光学系１２６に接続されている。従って、接眼光学
系１２６を覗くことによって、光源部１６０によって照らされた挿入管１１０の先端部１
１１の周囲を観察することができる。
【００２３】
　次に、ハンガー２００について説明する。図２に示されるように、ハンガー２００は、
内視鏡１００を使用していない時に、内視鏡１００を吊るして保管する装置である。ハン
ガー２００は、バー２１０と、バー２１０に固定された操作部受け２２０及び光源受け２
３０を有する。
【００２４】
　バー２１０は、図示しないスタンドに取り付けられている。スタンドを床上に置いた状
態では、バー２１０はその軸方向が床と略水平方向となるよう、所定の高さに保持される
。また、スタンドを床上に置いた状態では、操作部受け２２０と光源受け２３０は床に対
して略水平に並んで配置される。
【００２５】
　図１に示されるように、操作部受け２２０はプレート状の部材であり、その一端（図１
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中左下側）にはスリット２２１が形成されている。スリット２２１の幅ｄは、内視鏡１０
０の操作部１５０の寸法より小さく、挿入管１１０の径よりは大きい。そのため、スリッ
ト２２１に挿入管１１０を差し込むと、図２に示されるように、操作部１５０が操作部受
け２２０に引っ掛かり、操作部１５０が操作部受け２２０上で保持される。
【００２６】
　光源受け２３０は、ブロック状の部材である。図１に示されるように、光源受け２３０
の上面には、凹部２３１が形成されている。内視鏡１００の光源部１６０は、操作部１５
０から横方向（操作部１５０から挿入管１１０に向かう方向に直交する方向）に突出して
おり、内視鏡１００の操作部１５０が操作部受け２２０に取り付けられた状態では、図２
に示されるように、光源受け２３０の凹部２３１に内視鏡１００の光源部１６０が収容さ
れる。
【００２７】
　光源部１６０のＬＥＤ１６１は、光源部１６０に内蔵されている二次電池１６３（図３
）から電力の供給を受けて発光する。図１及び図２に示されるように、光源受け２３０か
らは、商用電源と接続される電源ケーブル２３２が伸びている。光源受け２３０及び光源
部１６０は、電源ケーブル２３２を介して供給される電力を用いて二次電池１６３を充電
するための充電機構を備えている。充電機構による二次電池１６３の充電は、光源受け２
３０に光源部１６０が収容されている時に行われる。
【００２８】
　内視鏡１００の光源部１６０の二次電池を充電するための構成について以下に説明する
。図３は、光源受け２３０及び光源部１６０のブロック図である。
【００２９】
　光源部１６０は、ＬＥＤ１６１に電力を供給する二次電池１６３及び充電部受電回路１
６６を有する。また、光源受け２３０の凹部２３１には、充電部送電回路２３４が設けら
れている。内視鏡１００がハンガー２００に吊り下げられて光源部１６０が凹部２３１に
収容された状態（図２）では、充電部受電回路１６６が充電部送電回路２３４に近接する
。
【００３０】
　充電部送電回路２３４は、電源ケーブル２３２と接続された一次コイルを有する。一方
、充電部受電回路１６６は、二次電池１６３に接続された二次コイルを有する。このため
、光源部１６０を光源受け２３０に収容すると、電磁誘導により充電部受電回路１６６に
起電力が発生し、二次電池１６３への充電が行われる。
【００３１】
　このように、本実施形態に係る携帯型内視鏡システム１（図１）は、光源部１６０に充
電の為の接点が設けられていない。このため、光源部１６０ごと内視鏡１００（図１）を
洗浄することが可能である。
【００３２】
　本実施形態に係る携帯型内視鏡システム１は、ＬＥＤ１６１が点灯している状態で光源
部１６０を光源受け２３０に収容すると、自動的にＬＥＤ１６１が消灯するようになって
いる。これにより、電源ケーブル２３２が商用交流電源に接続されていない場合に、ＬＥ
Ｄ１６１が点灯したままとなって二次電池１６３が消耗するという問題が解消される。電
源ケーブル２３２が商用交流電源に接続されている場合であっても、ＬＥＤ１６１が消灯
しているため、より多くの電力を二次電池１６３の充電用に割り当てることができる。こ
のため、ＬＥＤ１６１が点灯したまま充電が行われて二次電池１６３の充電にかかる時間
が長くなるという問題が解消される。
【００３３】
　図３に示されるように、光源部１６０は、スイッチング制御回路１６４、磁気スイッチ
１６５、手動電源スイッチ１６７を有する。手動電源スイッチ１６７はボタン形のモーメ
ンタリースイッチであり、ボタンが押されている時のみ、手動電源スイッチ１６７は接続
状態となる。また、光源受け２３０の凹部２３１には、磁石２３３が設けられている。光
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源部１６０を凹部２３１に収容した状態では、磁石２３３に磁気スイッチ１６５が近接す
る。スイッチング制御回路１６４は、磁気スイッチ１６５の状態に基づいてＬＥＤ１６１
の点灯及び消灯の制御を行う。具体的には、磁気スイッチ１６５が磁石２３３から離れた
、すなわち内視鏡１００（図１）がハンガー２００（図１）から取り外された状態では、
手動電源スイッチ１６７によってＬＥＤ１６１の点灯及び消灯を切り換えることができる
ようになっており、一方、磁気スイッチ１６５が磁石２３３に近接した状態では、ＬＥＤ
１６１は消灯するようになっている。
【００３４】
　スイッチング制御回路１６４の構成について以下に説明する。図４は、スイッチング制
御回路１６４、手動電源スイッチ１６７及びＬＥＤ１６１のブロック図である。
【００３５】
　スイッチング制御回路１６４は、第１リレーＲ１、第２リレーＲ２、第１スイッチＳＷ
１、第２スイッチＳＷ２、第３スイッチＳＷ３及びスイッチ素子１６４ａを有する。スイ
ッチ素子１６４ａは、Ｖｃｃ端子から電力供給を受けて動作する素子であり、第１信号入
力端子Ｃ１及び第２信号入力端子Ｃ２の状態に応じて、内蔵する第４スイッチＳＷ４及び
第５スイッチＳＷ５の接続及び遮断の制御を行う素子である。
【００３６】
　第１リレーＲ１は、手動電源スイッチ１６７を介して二次電池１６３の正極１６３ａと
負極１６３ｂに接続されている。第１リレーＲ１は、第１スイッチＳＷ１と第２スイッチ
ＳＷ２の接続及び遮断の制御を行う。すなわち、手動電源スイッチ１６７が押されて第１
リレーＲ１に電流が流れている間は、第１スイッチＳＷ１及び第２スイッチＳＷ２の両方
が接続状態となる。
【００３７】
　第１スイッチＳＷ１は、二次電池１６３の正極１６３ａとスイッチ素子１６４ａの第１
信号入力端子Ｃ１に接続されている。第１スイッチＳＷ１が遮断状態となっている時は第
１信号入力端子Ｃ１のレベルはＬであり、第１スイッチＳＷ１が接続状態となっている時
は第１信号入力端子Ｃ１のレベルはＨである。また、第２スイッチＳＷ２は、二次電池１
６３の正極１６３ａとスイッチ素子１６４ａのＶｃｃ端子に接続されている。
【００３８】
　スイッチ素子１６４ａに内蔵された第４スイッチＳＷ４は、スイッチ素子１６４ａのＳ
Ｗ４ａ端子とＳＷ４ｂ端子に接続されている。ＳＷ４ａ端子は二次電池１６３の正極１６
３ａに接続されている。
【００３９】
　第２リレーＲ２は、スイッチ素子１６４ａのＳＷ４ｂ端子と二次電池１６３の負極１６
３ｂに接続されている。第２リレーＲ２は、第３スイッチＳＷ３の接続及び遮断の制御を
行う。すなわち、第４スイッチＳＷ４が接続状態となって第２リレーＲ２に電流が流れて
いる間は、第３スイッチが接続状態となる。
【００４０】
　第３スイッチＳＷ３は、二次電池１６３の正極１６３ａと負極１６３ｂを連絡する配線
内に配置されている。また、この配線内には、ＬＥＤ１６１が第３スイッチＳＷ３と直列
に配置されている。このため、第３スイッチＳＷ３が接続状態となると、ＬＥＤ１６１に
電流が流れてＬＥＤ１６１が点灯する。
【００４１】
　また、スイッチ素子１６４ａのＳＷ４ｂ端子は、第２信号入力端子Ｃ２に接続されてい
る。このため、第４スイッチＳＷ４が遮断状態となっている時は第２信号入力端子Ｃ２の
レベルはＬであり、第４スイッチＳＷ４が接続状態となっている時は第２信号入力端子Ｃ

２のレベルはＨである。
【００４２】
　スイッチ素子１６４ａに内蔵された第５スイッチＳＷ５は、スイッチ素子１６４ａのＳ
Ｗ５ａ端子とＳＷ５ｂ端子に接続されている。ＳＷ５ａ端子は、磁気スイッチ１６５を介
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して二次電池１６３の正極１６３ａに接続されている。ＳＷ５ｂ端子は、スイッチ素子１
６４ａのＶｃｃ端子に接続されている。すなわち、磁気スイッチ１６５及び第５スイッチ
ＳＷ５の両方が接続状態となっている時は、第２スイッチＳＷ２の状態に関わらずＶｃｃ
端子に電力が供給される。なお、磁気スイッチ１６５はＮＣ型、すなわち磁力を検出して
いない間は接続状態となり、磁力を検出している間は遮断状態となるスイッチである。つ
まり、光源部１６０が光源受け２３０の凹部２３１に収容されている間のみ磁気スイッチ
１６５は遮断状態となり、それ以外の時は磁気スイッチ１６５が接続状態となっている。
【００４３】
　スイッチ素子１６４ａには、内部制御回路ＳＣが内蔵されている。内部制御回路ＳＣは
、第１信号入力端子Ｃ１及び第２信号入力端子Ｃ２の状態に基づいて、下記の表１のよう
に第４スイッチＳＷ４及び第５スイッチＳＷ５の接続及び遮断の制御を行う。
【００４４】
【表１】

【００４５】
　このように、内部制御回路ＳＣは、第１信号入力端子Ｃ１の立ち上がり（ＬからＨへの
変化）をトリガとして、第４スイッチＳＷ４及び第５スイッチＳＷ５の状態を切り換えて
いる。すなわち、スイッチ素子１６４ａは、第１信号入力端子Ｃ１に入力される信号の電
圧レベルの立ち上がりを検出する時に第４スイッチＳＷ４及び第５スイッチＳＷ５の状態
を切り換え、その状態を保持するフリップフロップ素子である。
【００４６】
　なお、本実施形態に係るスイッチ素子１６４ａは、第１信号入力端子Ｃ１に入力される
信号の電圧レベルの立ち上がりを検出した時に第４スイッチＳＷ４及び第５スイッチＳＷ
５の状態を切り換えるものである。しかしながら、本発明はこの構成に限定されるもので
はなく、信号入力端子に入力される信号の電圧レベルの立ち下がり（ＨからＬへの変化）
をトリガとして内部のスイッチの状態を切り換えるタイプのスイッチ素子を使用する構成
としてもよい。
【００４７】
　以上の構成の携帯型内視鏡システム１の動作について、以下に説明する。図５は、手動
電源スイッチ１６７及び磁気スイッチ１６５の状態と、第３スイッチＳＷ３の状態の変化
を示すタイムチャートである。また、図６～１０は、図５のタイムチャートの時間ｔ１～
ｔ１２における、各スイッチの動作を示す回路図である。
【００４８】
　初期状態ｔ１（図５）では、内視鏡１００がハンガー２００（図１）から外されており
、且つ手動電源スイッチ１６７（図３）は押されていない。この状態では、図４のように
、第１スイッチＳＷ１から第５スイッチＳＷ５の全てが遮断状態となっている。第３スイ
ッチＳＷ３が遮断状態となっているため、ＬＥＤ１６１には電流が流れず、ＬＥＤ１６１
は点灯していない。
【００４９】
　この状態から、手動電源スイッチ１６７が押されると、状態ｔ２（図５）に移行する。
この時、第１リレーＲ１に電流が流れるため、第１スイッチＳＷ１及び第２スイッチＳＷ
２が接続状態となる。第２スイッチＳＷ２が接続状態となったため、スイッチ素子１６４
ａのＶｃｃ端子に電力が供給され、スイッチ素子１６４ａが動作する。手動電源スイッチ
１６７が押された瞬間は、第１信号入力端子Ｃ１のレベルがＬからＨに変化し、且つ端子
ＳＷ４ｂのレベルはＬであるため、表１に示されるように、第４スイッチＳＷ４及び第５



(10) JP 2011-24739 A 2011.2.10

10

20

30

40

50

スイッチＳＷ５が接続状態となる。第４スイッチＳＷ４が接続状態となったため、第２リ
レーＲ２に電流が流れ、第３スイッチＳＷ３が接続状態となる（図６）。そして、第３ス
イッチＳＷ３が接続状態となったため、ＬＥＤ１６１に電流が流れ、ＬＥＤ１６１が点灯
する。
【００５０】
　この状態から、手動電源スイッチ１６７が離されると、状態ｔ３（図５）に移行する。
この時は、第１スイッチＳＷ１及び第２スイッチＳＷ２が遮断状態となる。第２スイッチ
ＳＷ２は遮断状態となっているが、第５スイッチＳＷ５が接続状態となっているため、ス
イッチ素子１６４ａのＶｃｃ端子には電力が供給され、スイッチ素子１６４ａは引き続き
動作する。また、状態ｔ３においては、第１信号入力端子Ｃ１に立ち上がりの信号は入力
されていないため、第４スイッチＳＷ４及び第５スイッチＳＷ５は、接続状態を維持する
。第４スイッチＳＷ４が接続状態となっているため、第２リレーＲ２に電流が流れて第３
スイッチＳＷ３が接続状態となり（図７）、ＬＥＤ１６１は点灯し続ける。
【００５１】
　この状態から、再び手動電源スイッチ１６７が押されると、状態ｔ４（図５）に移行す
る。この時は、第１スイッチＳＷ１及び第２スイッチＳＷ２が接続状態となる。手動電源
スイッチ１６７が押された瞬間は、第１信号入力端子Ｃ１のレベルがＬからＨに変化し、
且つ端子ＳＷ４ｂのレベルはＨであるため、表１に示されるように、第４スイッチＳＷ４
及び第５スイッチＳＷ５が遮断状態となる。第４スイッチＳＷ４が遮断状態となったため
、第２リレーＲ２には電流が流れず、第３スイッチＳＷ３が遮断状態となる（図８）。そ
して、第３スイッチＳＷ３が遮断状態となったため、ＬＥＤ１６１には電流は流れず、Ｌ
ＥＤ１６１は消灯する。
【００５２】
　この状態から、手動電源スイッチ１６７が離されると、状態ｔ５（図５）に移行する。
この時は、第１スイッチＳＷ１及び第２スイッチＳＷ２が遮断状態となる。第２スイッチ
ＳＷ２及び第５スイッチＳＷ５の両方が遮断状態となっているため、スイッチ素子１６４
ａのＶｃｃ端子には電力は供給されず、スイッチ素子１６４ａは動作しない。また、第４
スイッチＳＷ４も遮断状態となっている。このため、第２リレーＲ２には電流は流れず、
第３スイッチＳＷ３は遮断状態となり（図４）、ＬＥＤ１６１は消灯し続ける。
【００５３】
　この状態から、ハンガー２００に内視鏡１００（図１）を取り付けると、状態ｔ６（図
５）に移行する。この時は、光源受け２３０に設けられた磁石２３３の磁力を検出し、磁
気スイッチ１６５が遮断状態となる（図９）。
【００５４】
　この状態から、ハンガー２００から内視鏡１００（図１）を取り外すと、状態ｔ７（図
５）に移行する。この時は、磁気スイッチ１６５が再び接続状態となる（図４）。
【００５５】
　この状態から、手動電源スイッチ１６７が押されると、状態ｔ８（図５）に移行する。
この時は、状態ｔ２と同様、第１スイッチＳＷ１～第５スイッチＳＷ５の全てが接続状態
となり、ＬＥＤ１６１が点灯する（図６）。
【００５６】
　この状態から、手動電源スイッチ１６７が離されると、状態ｔ９（図５）に移行する。
この時は、状態ｔ３と同様、第１スイッチＳＷ１及び第２スイッチＳＷ２が遮断状態とな
り、且つ第３スイッチＳＷ３、第４スイッチＳＷ４及び第５スイッチＳＷ５は接続状態を
維持する（図７）。この結果、ＬＥＤ１６１は点灯し続ける。
【００５７】
　この状態から、ハンガー２００に内視鏡１００を取り付けると、状態ｔ１０に移行する
。この時は、磁気スイッチ１６５が遮断状態となり、第２スイッチＳＷ２と第５スイッチ
ＳＷ５の両方が遮断状態となっているため、スイッチ素子１６４ａのＶｃｃ端子への電力
供給が止まり、スイッチ素子１６４ａは停止する。このため、第４スイッチＳＷ４及び第
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５スイッチＳＷ５が遮断状態となる。第４スイッチＳＷ４が遮断状態となり、第２リレー
Ｒ２に電流が流れなくなるため、第３スイッチＳＷ３も又、遮断状態となる（図９）。こ
の結果、ＬＥＤ１６１は消灯する。
【００５８】
　本実施形態に係る携帯型内視鏡システム１（図１）は、光源部１６０が光源受け２３０
に収容されたときに磁石２３３と磁気スイッチ１６５とが近接し、且つ充電部送電回路２
３４と充電部受電回路１６６とが近接することによって、二次電池１６３への充電とＬＥ
Ｄ１６１の消灯が行われるようになっている。磁石２３３と磁気スイッチ１６５、及び充
電部送電回路２３４と充電部受電回路１６６とが確実に近接できるようにする為、光源部
１６０及び光源受け２３０が位置決め機構を備えている。この位置決め機構について以下
に説明する。
【００５９】
　図１０は、光源部１６０及び光源受け２３０の上面図である。図１０に示されるように
、光源部１６０のケース１６８の側面には、穴１６９が形成されている。また、光源受け
２３０の凹部２３１には、穴１６９に対応する突出部２３５が形成されている。突出部２
３５が穴１６９にはまり込むように光源部１６０を光源受け２３０に収容させることによ
って、磁石２３３と磁気スイッチ１６５、及び充電部送電回路２３４と充電部受電回路１
６６（図３）が近接するように光源部１６０及び光源受け２３０の位置決めが行われる。
【００６０】
　以上説明した本実施形態に係る携帯型内視鏡システム１（図１）の構成によれば、ＬＥ
Ｄ１６１の消灯は、スイッチ素子１６４ａへの電力の供給を停止することによってなされ
る。このため、ＬＥＤ１６１の消灯時には、スイッチ素子１６４、第１リレーＲ１、第２
リレーＲ２及びＬＥＤ１６１での電力消費が発生することは無く、二次電池１６３は消耗
されない。そのため、本実施形態に係る内視鏡１００は、充電を行ってから再び充電を行
うまでの間隔を長くとることが可能となる。また、二次電池１６３への充電を行っている
間はスイッチ素子１６４、第１リレーＲ１、第２リレーＲ２及びＬＥＤ１６１での電力消
費が発生することは無いため、充電時の電力消費は抑えられ、充電時間の短縮化が可能と
なる。
【００６１】
　なお、本実施形態においては、スイッチング制御回路１６４がスイッチ素子１６４ａ及
びリレーによって構成されている。しかしながら、本発明はこの構成に限定されるもので
はなく、スイッチング制御回路１６４がマイコンやプログラマブル論理回路によってＬＥ
Ｄ１６１への電力の供給を制御するものであってもよい。
【００６２】
　また、本実施形態においては、光源部のＬＥＤを強制的に消灯させるための光源受けを
内視鏡を保存するためのハンガーに設けているが、本発明は上記構成に限定されるもので
はない。すなわち、内視鏡の洗浄を行う洗浄装置の、内視鏡が収容される洗浄槽内に光源
受けを設け、内視鏡の洗浄中にはＬＥＤを点灯させない構成としてもよい。
【符号の説明】
【００６３】
　　１　　携帯型内視鏡システム
１００　　内視鏡
１６０　　光源部
１６１　　ＬＥＤ
１６３　　二次電池
１６４　　スイッチング制御回路
１６４ａ　スイッチ素子
１６５　　磁気スイッチ
１６６　　充電部受電回路
１６７　　手動電源スイッチ



(12) JP 2011-24739 A 2011.2.10

２００　　ハンガー
２３０　　光源部受け
２３３　　磁石
２３４　　充電部送電回路
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